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図1　DSPを搭載する最新アマチュア無線機の受信回路ではAGCはディジタル信号処理部とアナログ部の両方をコントロールしてダイ
ナミック・レンジを確保している
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● ソフトウェア・ラジオもAGCが肝である
　到来する強力な信号により発生するひずみを防ぎ，
また微弱な信号や大信号に対して出力レベルが一定に
なるような働きをする，それが受信機のAGC
（Automatic Gain Control）です．
　AGCのレベル管理に求められる一番の特性は信号
入力に対する時間応答です．これまでのアナログ回路
による受信機では抵抗やコンデンサの時定数を利用し
て，おおまかな計算や聴感を元にAGCの応答特性を
決めていました．これに対してディジタル信号処理に
よるソフトウェア・ラジオでは，クロック周波数を基
本とした正確な時間計算でAGCの応答特性が作られ
ています．またAGC制御の方法も，受信信号から発
生させるアナログ検波電圧による制御から，プログラ
ムでレベルを管理する制御へと変わっています．

理想的なAGC

● AGCオフ時の受信ダイナミック・レンジが十分と
れている
　受信機の設計は，ダイナミック・レンジ（AGCがな
い状態でどこまで過大入力に耐えられるか）を検証し
た後に，AGCの助けを考慮します．すなわち，AGC
がOFFの状態で入力信号による飽和を最大限に抑え
るようにレベル配分を決めます．そのあとに，AGC

の助けを借りて必要なダイナミック・レンジを確保し
ます．最初からAGCに頼ってしまうと全体の適正レ
ベル配分がわかりません．
　図1は最新のDSP（Digital Signal Processor）搭載ト
ランシーバの受信回路構成の例です．DSP部で生成
したAGC信号をDSP内部のレベル管理だけではなく
アナログ中間周波数（IF）回路のアッテネータ（ATT）
部に戻し，ATTの減衰量を増やして第1IFアンプ，
第2ミキサ，第2IFアンプ，A－Dコンバータ入力レベ
ルを大信号による飽和から保護しています．一般的に
はRFアンプや最初のIFアンプにはAGCを行わず，
大信号に強いRFアンプやミキサ回路を駆使してフロ
ントエンドからIFの入り口までのダイナミック・レ
ンジを確保しています．

● 動作開始レベルが適切で自然な音に聞こえる
　AGCを設計する上で二つ目のポイントは動作開始
レベルです．
　図2にIFアンプのゲインの大小と無信号時のノイ
ズ出力，AGCスタートに必要な受信信号レベルの関
係のグラフを示します．IFアンプのゲインが増えれ
ば受信ノイズ出力が増加します．また，AGCが開始
するスレッショルド電圧の設定が同じであれば，IF
ゲインが高いほうがAGCスタート（AGC電圧変化開
始）も早くなります．
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電波が強くても弱くても
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いつでも安定再生！ 自動ゲ
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